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プレゼンテーションの目標

• 放送授業に加えてICTを活用するこ

とにより、学習体験の質を高める方
法の提案

• 関心のある教員との共同研究の
きっかけ（種まき）
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放送授業を利用した学習の流れ
テレビ授業を利用した
問題解決志向型双方
向学習

ラジオ授業を利用した
知識・理解志向型学
習

１．事前学習 •予習用予告編ビデオ(K,P※)

２．放送中 •学習者の反応収集(K) •スライド同期提示(K)

３．事後学習 •確認テスト(K,P)

•オンライン・ワーク
ショップ(P)

•シミュレーション(K)
•実習課題(K,P)

４．復習・コミュ
ニティ構築

•双方向学習型ビデオ・オン・デマンド(P)
•オンライン学習センター(P)

※メディアの種類。Kは携帯電話、Pはパソコン。3



対象とした教材の紹介

• テレビ授業

– インストラクショナルデザインによる
eラーニングコンテンツ制作入門（松田岳士先生）
• Primeスタジオで新規収録

• 第1回「インストラクショナルデザインとは」

• ラジオ授業

–基礎情報科学（川合慧先生）

–第5回「オートマトンと状態遷移」

–第6回「チューリングのテープ機械」
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http://www.code.u-air.ac.jp/wp-content/uploads/TV_intro.wmv


１．事前学習

ケータイで予習用予告編ビデオ

目的 •学習者の注意・興味の喚起
•学習目標の提示
•前提となる知識や条件の確認

内容 •学習目標
•前回の復習
•授業のポイント（ダイジェスト）

方法 •携帯電話などのモバイル機器
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ケータイで事前学習

K-tai Campusで作成 QRコードで携帯サイトへ誘導

数分間の興味を喚起させる映像を視聴
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http://www.code.u-air.ac.jp/wp-content/uploads/ktai.wmv
http://www.code.u-air.ac.jp/wp-content/uploads/radio_preview.wmv


２．放送中

視聴反応フィードバック
システム

スライドの同期表示

目的 •授業改善

•補足資料作成のた
めのデータ収集

•視覚化による内容理解
の補助
•集中力の維持

内容 •学習者の放送授業
に対する反応を時間
軸で収集

•ラジオ放送の内容と同
期したスライド表示

方法 •携帯電話などのモバイル機器
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視聴反応フィードバックシステム

• 携帯電話キャリア各社
の端末に対応

• 単数・複数回答や自由
記入が設定できる

• 時間軸でリアルタイム
に評価

• 集計結果を任意の時間
幅でグラフ表示

• データをダウンロード

放送中に感じたことをその場で送信

8



視聴反応システム
（結果表示グラフ）
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http://www.code.u-air.ac.jp/wp-content/uploads/hyoka.wmv


ケータイで
ラジオ音声に同期したスライド閲覧
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http://www.code.u-air.ac.jp/wp-content/uploads/radio_slide.wmv


３．事後学習
学習確認テスト シミュレーション オンライン・

ワークショップ
実習課題

目的 •練習の機会
•知識の確認
•フィードバック
•知識の定着

•練習の機会
•知識の確認
•フィードバック
•知識の定着

•知識や成果の
共有

•学習成果の応
用

•練習の機会
•知識の確認
•フィードバック
•知識の定着

内容 •放送授業の内
容の確認
•多肢選択など

•放送授業の内
容の補完

•試行錯誤によ
る理解の深化

•問題解決のため
の共有課題遂行
時の相互作用に
よる協働的学習

•課題の指示

•手書きで課題を
作成
•写メールで提出
•掲示板で共有

方法 •携帯電話など
のモバイル機器

•携帯電話など
のモバイル機器

•Kneading Board
（共有画面）と
Skype（音声
チャット）

•携帯電話などの
モバイル機器
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ケータイとPCで学習確認テスト

• 携帯とPCの両方に対応
したWebアンケートシス
テム（REAS）

• テスト機能

• 分岐機能

• 中断・再開機能

• 集計結果閲覧

• 回答データのダウン

ロード
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http://www.code.u-air.ac.jp/wp-content/uploads/web_test.wmv


ケータイによるシミュレーションで
試行錯誤しながら理解を深める
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http://www.code.u-air.ac.jp/wp-content/uploads/sim.wmv


遠隔協働学習ツール（Kneading Board）と
音声チャット(Skype)の併用

オンラインワークショップ
遠くの学習者と共同問題解決で

理解を深める
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オンラインワークショップの画面
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http://www.code.u-air.ac.jp/wp-content/uploads/Workshop.wmv


ケータイを利用した実習課題

1. 携帯電話による課題
の指示

2. 手書きによる課題解
決

3. 写メールによる課題
提出

4. 掲示板による公開・
共有・コメント入力
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http://www.code.u-air.ac.jp/wp-content/uploads/radio_bbs.wmv


４．復習・コミュニティ構築
双方向学習型ビデオ・
オン・デマント

オンライン学習センター

目的 •復習
•学習への参加意識・帰属意識を高める
•知識の定着

内容 •教材ビデオの再視聴

•ビデオに関連づけら
れた掲示板での学習
者同士の教え合い

•教材ビデオの再視聴

•学習者同士の自由な
交流

方法 •パソコン •セカンドライフ（イン
ターネットのサービス）
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双方向学習型
ビデオ・オンデマンド(1)

掲示板連動型ビデオ視聴システム

ビデオを視聴しながら、
教師と学習者や学習者
同士が掲示板でコミュ
ニケーション
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http://www.code.u-air.ac.jp/wp-content/uploads/video_bbs.wmv


双方向学習型
ビデオ・オン・デマンド（2）

• ビデオとコンテンツが同
期表示

• 学習指示文の提示

• 視聴しながら、共有可
能なノートテーキング、
ビデオとリンク

• 学習結果を利用した
再開・復習

• 終了時にテストや課題自習型ビデオ視聴システム
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http://www.code.u-air.ac.jp/wp-content/uploads/video_gakushu.wmv


オンライン学習センター
（放送大学 in Second Life）

自宅に居ながら学習センター

• 講演会・授業・ゼミ・プレゼン発表会

• 質疑応答

• 放送授業のアーカイブ

• 音声・文字チャット・Twitterなどによる交流

• 同好会のミーティング
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オンライン学習センター
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http://www.code.u-air.ac.jp/wp-content/uploads/SL.wmv


制作後の放送授業の質の向上

• 学習者の反応をフィードバック

• テキストや放送授業の補完

• 用語集の作成

• 補助教材の公開
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モバイル端末利用のメリット

• 学習者にとって慣れて
いる

• いつでもどこでもちょっ
とした時間に

• ネットワークにつながり
やすい

• 情報端末・コミュニケー
ションツールとして発達

• テキストやTV画面（デー

タ放送）などからサイト
への誘導が容易（ＱＲコ
ード利用）

• パケット定額制の利用
が一般化

• 機器の用意が不要

• 情報の精査が必要

• デザインが不要
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放送授業のインターネット活用の意義

• チャンネルの拡大・学習機会の拡大

• 学習の動機付け

• 学習情報の提供、閲覧

• 教師-学習者、学習者間、学習者-システ
ム間の双方向性の拡大

• ソーシャル・プレゼンス

• 制作後のさらなる質向上（付加価値）
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まとめ

携帯サイト PCサイト

情報閲覧
サイト

学習体験
サイト

視聴反応
システム

ワーク
ショップ

オン
デマンド

オンライン
学習
センター

学習機会
の拡大

○ ○ ○ ◎

動機づけ
○ ○ ○

双方向性
○ ○ ◎ ◎ ◎

ソーシャ
ル・プレゼ
ンス

○ ◎ ◎ ◎

質向上
○ ○ ◎ ○ ○ ◎

25



参考サイト

• 本発表に関する製作物は以下のURLからご
覧になれます。

http://www.code.u-air.ac.jp/possibility
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http://www.code.u-air.ac.jp/possibility
http://www.code.u-air.ac.jp/possibility
http://www.code.u-air.ac.jp/possibility


ご静聴ありがとうございました。

本発表の内容にご関心を

もたれた方は、

innovative@code.u-air.ac.jpまで
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mailto:innovative@code.u-air.ac.jp
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